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平成２８年 第１１回宮崎市教育委員会定例会会議録

１ 日 時 平成２８年８月２４日（水）１３：４０～１６：００

２ 場 所 教育委員会室

３ 出席者 【教育長・教育委員】

二見教育長、松野代表教育委員、藤元委員、﨑田委員、畠山委員

【事務局】

小泉教育局長

（企画総務課）時任課長、宮畑主幹、久保係長、

田中主査、茂田主任主事、三角主事

（学校施設課）長崎課長、大住補佐

（学校教育課）松竹課長、押川補佐

（教育情報研修センター）荒武所長、牧野次長

（生涯学習課）染矢課長

（保健給食課）横山課長、黒木補佐

（文化財課） 日高課長、小窪補佐

（地域コミュニティ課）有水課長、日高係長、田中主任主事

４ 議案

５ 報告

番 号 件 名 説 明 者

議案第３５号 平成２７年度一般会計歳入歳出決算の原案について
教育局長

各課長

議案第３６号 平成２８年度一般会計補正予算案の原案について
教育局長

各課長

議案第３７号 宮崎市教育委員会公印規則の一部改正について 企画総務課長

議案第３８号
宮崎市教育委員会の教育に関する事務の管理及び執

行の状況の点検及び評価等について
企画総務課長

番 号 件 名 説 明 者

報告第１９号 宮崎市行政改革推進本部会議の報告について 企画総務課長

報告第２０号
第４回宮崎市地方創生推進本部会議、

第４回宮崎市総合計画策定会議の報告について
企画総務課長

報告第２１号 公益財団法人宮崎文化振興協会の経営状況について 生涯学習課長

報告第２２号 その他の事件の報告について 学校教育課長

報告第２３号 臨時代理の報告について 学校教育課長
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二見教育長 定刻になりましたので、平成２８年第１１回定例会を始めさせ

ていただきます。

本日の傍聴者はございません。

会次第「２ 会議録署名人の指名」です。本日の会議録の署名

人は、私二見と、松野代表教育委員を指名させていただきたいと

思いますが、よろしいでしょうか。

委員 はい。

二見教育長 次に、会次第「3 教育長及び委員報告」に入ります。

２ページの資料１－２をご覧ください。

（１）教育長報告です。８月９日（火）から１０日（水）に行われ

た「平成２８年度宮崎県市町村教育長連絡協議会研修会」について、

報告をいたします。

二見教育長 県下２６市町村の教育長が一同に集まり、研究討議を行うもので

あります。１日目は３つのグループに分かれまして、各市町村が事

前に作成したレポートをもとに県教育委員会からの指導助言者を

招いて、部会研究を行ったところであります。今年度のテーマによ

り、三つの部会を設けております。教職員の人事異動について、学

力向上について、特色ある生涯学習・社会教育の取組についてをテ

ーマとし、どの部会でも熱心な討議が行われたところであります。

２日目は部会長より各部会について報告があり、質疑応答が行われ

ました。特にＩＣＴ教育について各市町村の現状についての意見交

換もなされたところであります。私からの報告は以上でございま

す。

二見教育長 次に、（２）委員報告でございます。

３ページの資料１－３をご覧ください。

７月２８日（木）から２９日（金）に行われた「九州地区市町村

教育委員会連合会総会」について、出席されました松野代表教育委

員に、報告いただきます。

松野代表教育委員 資料の３ページでございますが、先月７月２８日から２９日の２

日間に亘りまして、九州地区市町村教育委員会連合会の総会が開催

されました。綾町の綾てるはの森の宿が会場でした。出席は私と二

見教育長でございました。概要につきましては、第１号議案から第

５号議案までありまして、第１号議案から第４号議案までにつきま

しては、事務局提案のとおり承認がなされました。第５号議案につ

きましては、昨年度、沖縄大会の時に台風のため研修大会が中止に

なりましたことから、繰越金が２７０万円程度出ました。これを次

年度、すなわち宮崎大会以降に、その使い方については委ねるとい

う決議がなされておりまして、今回審議をいたしまして、研修大会

ごとに、各県に２５万円を上限としまして、その大会費に充てると

いう事務局の提案が承認なされたということでございました。ま

た、その他についてでございますが、新教育長体制に移行して２年

目を迎えているわけですが、例えば宮崎県の場合では、私は宮崎県

市町村教育委員会連合会の会長をさせていただいていますが、宮崎

市では、代表教育委員という呼称となっております。宮崎県では、

教育長職務代理者という呼称が圧倒的に多くございまして、本県で

すら呼称が統一されていないということでございます。九州各県に

呼称の統一について諮りましたところ、この点については、早急に

統一した名称を設定することはいかがなものかということで、それ

ぞれ各県にお持ち帰りいただいて、まだ本格実施まであと２年少し
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ございますので、その間に国の動向などを見極めながら検討しまし

ょうと、各県持ち帰るということで意見交換を行ったところでござ

います。併せまして、宮崎県の場合、宮崎県市町村教育委員会連合

会の役員から３名出ますが、会長と副会長３名でございます。宮崎

の場合は教育長から２名、それから教育委員から１名の、３名とい

う非常に理想的な形で出しているんですけれども、九州各県で必ず

しも統一されておりません。現在３名の方が九州地区の役員として

各県から出ているのですけれども、３名の役員全てが、教育長であ

る県もあれば、３名全てが教育委員から出ているというところもご

ざいます。ここらあたりにつきましては、今後バランスを取る必要

があるのではないかという話がございまして、これも今後の課題と

いうことで、各県でまた意見を集約して持ち寄ってはどうかという

ようなことになったわけでございます。少々長くなりました。以上

でございます。

二見教育長 ありがとうございました。

次に、１ページの（３）教育局長報告でございます。まず、８月

８日（月）から９日（火）にかけまして「高木兼寛顕彰事業特別大

使」として教育局長が東京都に派遣されていますので、教育局長か

ら報告をお願いします。

小泉教育局長 まずは、高木兼寛顕彰事業特別大使ということで、東京の新橋に

あります東京慈恵会医科大学を訪問し、併せて高木兼寛先生の墓前

に参ってきたというようなことでございます。当日は在京穆佐会の

柗本会長もおいでになって、東京でいかに高木兼寛先生を顕彰して

いるかというお話をしていただきました。東京慈恵会医科大学に伺

った際には、松藤学長や、高木兼寛さんの子孫になられる高木敬三

専務理事からたくさんのお話を伺いました。市内の中学２年生８名

を引率して収蔵所に行きましたが、子どもたちはそのような場に行

く機会はなかなかないのですが、そこで大学の先生方から、その当

時、森鴎外などはいわゆるドイツの医学を学んでいるのに、なぜ高

木先生はイギリスに行かれたのですか、という質問を学生から受け

た時に、高木先生が、「病気を診ずして病人を診よ」という考え方

はドイツ医学では生まれなかったからとおっしゃったという話を

されたのを、子どもたちが熱心に聞きいっておりました。以上でご

ざいます。

二見教育長 次に、８月１７日（水）から８月１９日（金）にかけて行われま

した「安井息軒顕彰・川口市文化交流事業」について、教育局長か

ら報告をお願いします。

小泉教育局長 資料の５ページをご覧ください。幕末の動乱を避けて、この清武

から生まれた安井息軒先生が疎開をしたといわれる、埼玉県川口市

の子どもたちとの交流及び学校訪問などを行いました。関係するお

寺を１日目に回りまして、小学校６年生２１名と、大久保小学校の

校長先生、引率の先生３名、教育委員会職員３名と行って参りまし

た。ここで１番子どもたちが興味津々だったのは、慶應義塾大学に

参りましたときに、普段はなかなかお話を聞くことのできない大学

の先生方からお話を伺ったことでございました。安井息軒先生が儒

学の大官として朱子学の総まとめなどの偉業をなし、どんなに素晴

らしい方だったのかということや、宮崎からこういう方が輩出され

ているということを慶應義塾大学の先生が熱心に話されるので、子

どもたちの胸には大きく響いたのではないかと思います。特に小学
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校６年生は、これからキャリア教育の中で考える素材になったので

はないかと一緒に行って思いました。以上です。

二見教育長 次に、１ページの（４）各課行事等の報告でございますが、その

前に、会の進行の都合上、その他の報告事項でございます「（仮称）

宮崎市清武地区公立公民館建設事業」について、事務局から説明を

お願いします。

有水地域コミュニテ

ィ課長

私から、「（仮称）宮崎市清武地区公立公民館建設事業」について

説明をさせていただきます。資料は１０４ページになります。本事

業は新市基本計画に基づくものでございまして、今年度は基本実施

設計、解体設計、地質調査、電波調査に着手いたします。本日は、

当事業の現状と今後のスケジュールなどを中心に説明をさせてい

ただきます。資料の２、１０４ページの下段、位置図をご覧くださ

い。建設地につきましては、国道２６９号線を清武インター入口か

ら田野方面に約５００メートルのところにあります、大久保学習セ

ンターの敷地内でございます。ちなみに以前大久保小学校があった

ところでございます。１０５ページ上段をご覧ください。配置図で

ございます。大久保学習センター敷地は高低差がある土地になって

おりますため、管理棟が建っております上段部分と体育館が建って

おります下段部分では４メートル程の段差がございます。なお今回

建設いたしますのは、敷地内の上段部分、いわゆる国道２６９号線

側の、現管理棟が建っている部分になります。次に下段の方をご覧

ください。公民館の基本機能でございます。社会教育法第２２条公

民館の事業規定から、本市の公立公民館はこちらにありますとおり

①学習室から⑦事務室をもって基本機能としております。なお、公

立公民館が生涯学習の場であることには変わりませんが、本市では

平成１８年の合併後、特にまちづくりの拠点施設としての位置付け

も強くなってきておりますことから、これらの機能に加えて、まち

づくり活動等でも利用できる、会議室を設置しております。次に１

０６ページの上段、施設の状況をご覧ください。大久保学習センタ

ーと近年建設された交流センターの利用状況になります。交流セン

ターにつきましては、概ね１，４００㎡から１，５００㎡を標準と

しておりますので、今回建設いたします公立公民館につきまして

も、同規模程度と考えております。次に同じページ下段、スケジュ

ールをご覧ください。基本実施設計につきましては、現在契約締結

に向けて事務手続きを進めておりまして、契約締結後に本格的に業

務に取り掛かることにしております。なお、平成３１年４月の開館

に向けて本事業を進めてまいりますので、現大久保学習センターの

解体工事、本体建設工事等につきましては、来年度、平成２９年度

から着工となる予定にしております。また、工事に伴いまして、現

大久保学習センターは休館することになります。ただし、休館時期

や休館の期間に関しましては、現在はまだ、設計業務、工事の詳細

が決定しておりませんので、現時点では平成２９年度中のどこかの

タイミングで休館するということでしか説明出来ない状況でござ

います。市としましては、休館に関する情報を出来る限り早く、利

用者及び地域住民の方々にお伝えしないといけないと認識してお

りますので、早い段階で説明できるよう整理していきたいと考えて

おります。本事業の概要は以上でございますが、まずは地元の皆様

方への説明会を行いながら、細かな内容を詰めていきたいと考えて

おります。以上で説明を終わります。



- 5 -

二見教育長 ただいまの説明に対して、ご質問はございませんか。

二見教育長 イチョウの木のあるグラウンド部分はどのような利用形態にな

りますか。

有水地域コミュニテ

ィ課長

今の想定では駐車場になるかと思います。イチョウの木はそのま

まです。体育館は取り壊す形になろうかと思います。

松野代表教育委員 地域の方には、このような計画があることを説明されているので

すか。

有水地域コミュニテ

ィ課長

先月、清武の地域協議会で説明をさせていただいております。そ

の後、地元の利用者や地域住民の方々に向けて、また説明会を開催

する予定にいたしております。

二見教育長 地域コミュニティ課長、ありがとうございました。

次に、１ページ（４）各課行事等の報告でございます。

まず、①企画総務課の分で、８月９日（火）に行われました「宮

崎市行政改革推進本部会議」と「第４回宮崎市地方創生推進本部会

議及び第４回宮崎市総合計画策定会議」についてでございますが、

これは「議事の報告」として、後ほど説明させていただきます。

二見教育長 次に、８月１８日（木）に行われました「平成２８年度防災教育

セミナー」について、事務局から説明をお願いします。

時任企画総務課長 それでは、防災教育セミナーについて報告いたします。今日お配

りしております資料１－６をご覧ください。平成２８年度防災教育

セミナーを、８月１８日（木）に清武文化会館にて開催いたしまし

た。講師には、東日本大震災後の平成２３年度から交流を続けてお

ります、宮城県山元町の山下中学校の髙橋健一先生にお越しいただ

いて、講演をいただいたところでございます。先生は、震災発生当

初から現在まで山元町立山下中学校で教員として避難所運営や防

災教育等に取り組まれており、講演では資料にございますとおり、

①山下中学校における避難所運営、②東日本大震災を踏まえた避難

所運営方法、③南海トラフ巨大地震への備えなどについて、ご講演

をいただいたところでございます。説明は以上でございます。

二見教育長 ただいまの説明に対して、ご質問はございませんか。

委員 なし。

二見教育長 以上で各課行事等の報告は終了ですが、各行事に参加された委員

の方でお気づきになった点やこれからの課題、また感想等ありまし

たら、お願いいたします。

二見教育長 よろしいでしょうか。それでは「４ 議事」に入らせていただき

ます。

本日は、議案が４件、報告が５件となっております。

では、まず議案でございます。

８ページをご覧ください。

二見教育長 議案第３５号 「平成２７年度一般会計歳入歳出決算の原案につ

いて」、事務局から説明をお願いします。

小泉教育局長 議案第３５号 「平成２７年度一般会計歳入歳出決算の原案につ

いて」別紙１によりご説明したいと思います。１０ページからご覧

いただきたいと思います。これは教育委員会７課の歳入決算をまと

めたものでございます。４５款の分担金及び負担金から９０款の市

債まで、歳入、いわゆる収入の決算ということでございます。１１

ページの一番下のところに歳入合計を記載しておりまして、予算現

額が１９億２,２８０万９千円に対しまして、調定額が１８億２,４

２５万２,８８８円となっております。収入済額が１７億５,５０５
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万９,０８８円、不納欠損額が５２万５千円、収入未済額が６,８６

６万８,８００円となっております。次に不納欠損額の内訳を説明

させていただきます。１０ページの４５款、分担金及び負担金とい

うことで、右から２番目、備考の隣の欄で収入未済額が１４３万５,

８００円となっておりまして、これは決算上、未収という考えをし

ていただければと思いますが、内容としましては、児童クラブ事業

利用者負担金の未収分でございます。記載はしておりませんが、こ

の利用者負担金の収納率は９７．６パーセントとなっております。

次に５５款、国庫支出金をご覧いただきたいと思います。収入未済

額が４,４２８万８千円となっております。内容としましては、国

の緊急経済対策に伴い補正予算として編成された学校施設環境改

善交付金を活用した小学校及び中学校のトイレ改修事業や、文化財

保護費補助金を活用した本野原遺跡保存整備事業を平成２８年度

に繰り越したことによるものでございまして、整備完了後に国庫補

助金が入ってくることになります。次に、１１ページ、８５款の諸

収入でございます。収入未済額が６４万５千円となっております。

内容としましては、２０項で貸付金元利収入がございますが、この

奨学金貸付金元金の未返済分でございます。歳入については以上で

ございます。続きまして歳出になりますが、はじめに２０款、民生

費でございます。予算現額が４億４,１２９万４千円、支出済額が

４億２,９６５万９,５６５円、不用額が１,１６３万４,４３５円と

なっております。次に５５款の教育費でございますが、予算現額が

６５億５,５２８万４,２８０円、支出済額が６２億４,２１３万２,

５２０円、翌年度繰越額が１億５,６３５万１千円、不用額が１億

５,６８０万７６０円となっております。まず、翌年度繰越額につ

いてご説明いたします。１５項の小学校費がありますが、翌年度繰

越額は４,２５０万円となっております。その下の２０項、中学校

費でございますが、繰越額は２,５２０万円となっております。備

考の欄に記載しておりますが、先ほど説明しました学校施設環境改

善交付金を活用した小学校及び中学校のトイレ改修事業について

翌年度に繰り越したということでございます。次に、３０項の社会

教育費の繰越額８,８６５万１千円につきましては、公立公民館等

施設整備改善事業及び青島地域複合型防災施設整備事業（公民館

分）の工事の一部、本野原遺跡保存整備事業の工事を翌年度に繰越

したことによるものでございます。次に不用額についてご説明いた

します。２０款の民生費ですが、児童クラブ運営事業の委託料の執

行残等によるものでございます。主なものとしては、障がい児が入

所することを想定した人件費を措置しておりましたが、その残額で

ございます。次に５５款の教育費でございます。１０項の教育総務

費につきましては、特別支援教育にかかる事業の執行残によるもの

でございます。次に１５項、小学校費及び２０項、中学校費につき

ましては、光熱費や委託料の執行残、工事費の入札残に伴うもので

ございます。次に３０項、社会教育費につきましては、史跡の保存

整備事業における工事の執行残等でございます。３５項の保健体育

費は、非常勤あるいは臨時調理員賃金の実績による執行残、それか

ら学校給食センターの光熱費の執行残等でございます。教育委員会

全体の歳出予算の執行率は９７．６パーセントでございます。以上

が平成２７年度の教育委員会の決算の概要ということになります。

続きまして、主要施策の成果等につきまして、各課長から説明をさ
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せていただきます。

時任企画総務課長 資料１４ページ、まず、１番上の善行児童生徒表彰事業、２８万

８千円でございます。この事業は、ほかの児童・生徒の模範となる

善行者を表彰するもので、宮崎市教育振興基金の繰入金及び当該基

金利子を活用して実施しております。平成２７年度は小中学校合わ

せて、個人９７名と６団体を表彰しております。それから、下から

３段目になりますが、がんばろう東北子どもたちふれあい交流事

業、３２１万６千円でございます。東日本大震災の被災地の元気回

復を応援するとともに、本市における人材の育成や防災意識の醸成

を図るため、本市の中学生を宮城県山元町に派遣いたしまして、山

下中学校及び坂元中学校での交流会や被災地域の視察などを実施

しております。もうひとつの事業としまして、学校関係者を対象と

した防災教育セミナーを開催しております。次に小学校費関係でご

ざいますが、下から２段目の小学校管理運営費、４億７,６３１万

３千円でございます。各小学校の消耗品費や備品購入費、光熱水費

など、管理運営に要した経費を支出しております。１５ページ、宮

崎市立古城小学校振興基金活用事業、２２２万円でございますが、

古城尋常小学校において全国初の女性小学校校長に就任いたしま

した鳥原ツル氏を顕彰するとともに、古城小学校の児童の学習環境

の充実を図るため、平成２７年度は、遊具の設置、図書の購入など

を行っております。次に小学校教育教材用具等購入事業、７,３０

６万５千円でございますが、学習指導要領に基づいた教育課程を実

施するために必要な教材などを整備しております。次に、その下の

段、小学校図書購入事業、３,０９６万５千円でございますが、こ

れは図書の充実を図っております。またその下の小学校理科教育等

設備器具購入事業、２９９万３千円でございますが、理科設備の充

実を図っております。続きまして中学校費関係でございますが、中

学校管理運営費、２億８,２７９万５千円でございます。内容は小

学校管理費と同様でございます。また、下から３段目の中学校教育

教材用具等購入事業、その下の中学校図書購入事業、中学校理科教

育等設備器具購入事業につきましても、小学校と同様に中学校で使

用する、教育教材用具や学校図書、理科の設備等を整備し、教育関

係の充実を図ったものでございます。企画総務課の主な施策に関す

る説明は以上でございます。

長崎学校施設課長 学校施設課分について説明をさせていただきます。１６ページ小

学校費関係でございます。上から２段目の小学校施設改善事業、７,

６１３万２千円でございます。老朽化した学校施設の補修等を実施

し、教育環境の改善を図っております。次に下から３段目の小学校

施設管理運営費、５,４３６万５千円でございます。各小学校の修

繕、学校施設の維持管理に係る委託料など、管理運営に要した経費

でございます。次に下から２段目でございます。学校建設費関係で

ございますが、主な事業としまして、小学校施設整備事業として７,

９９０万７千円、次の１７ページの小学校屋内運動場屋根防水改修

事業として、１,６４２万１千円、その下の小学校校舎屋根防水改

修事業としまして、４１４万１千円、そして上から４段目の小学校

トイレ改修事業としまして、２,１０６万６千円を執行するなど、

学校施設の機能向上及び長寿命化対策を行っております。次に、同

じページの一番下、小学校高圧受変電設備更新事業としまして、４,

７６５万９千円を執行するなど、学校施設の機能維持を図っており
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ます。また、上から３段目、小学校校舎外壁落下防止対策事業、５,

４９７万６千円、小学校屋内運動場天井材落下防止対策事業としま

して、２,７７０万８千円を執行して、児童等の安全確保を図って

おります。続きまして、中学校費関係でございます。１８ページの

上から２段目でございます。中学校施設改善事業でございますが、

内容は先ほど説明しました小学校と同じ内容でございます。３,９

５５万７千円を執行しております。続きまして、下から２段目の中

学校施設管理運営費につきましても小学校と同様の内容でござい

まして、３,３７８万円を執行しております。次に同じページ、一

番下でございます。学校建設費関係でございます。主な事業といた

しまして、中学校施設整備事業としまして、５,１３８万１千円、

次の１９ページにございますが、上から２段目、中学校屋内運動場

屋根防水改修事業といたしまして、４２４万２千円、そしてその下

の中学校校舎屋根防水改修事業としまして、１,３８０万２千円、

同じく下から２段目の中学校トイレ改修事業、５,５５０万５千円、

さらに次のページ、２０ページの上から２段目、中学校屋内運動場

大規模改造事業としまして、１億２,２３８万９千円を執行するな

ど、学校施設の機能向上及び長寿命化対策を行っております。次に

同じページ、一番上の中学校高圧受変電設備更新事業としまして、

３,７１１万４千円、前の１９ページに戻っていただきまして、下

から３段目の中学校プールろ過機更新事業としまして、９１１万１

千円を執行するなど、学校施設の機能維持を図っております。また

同じ１９ページの中学校校舎外壁落下防止対策事業、二つの合計に

なりますが、４,９２０万７千円を執行しております。次に、２０

ページの一番下の中学校屋内運動場天井材落下防止対策事業とし

まして、１億３,６４７万１千円を執行し、生徒等の安全確保を図

っております。以上が学校施設課関連の説明でございます。

松竹学校教育課長 続きまして学校教育課から成果等の説明をさせていただきます。

２１ページからでございます。一番上の学校司書配置事業、９,４

４８万４千円でございます。この事業では学校図書館を利用した授

業の充実を図るとともに、児童が常時図書館を利用できる環境を整

えるために、司書資格を持った学校司書を全小学校（４８校）に各

１名ずつ配置をしたところです。これにより全小学校への配置が完

了いたしました。次に、２２ページをお開きください。上から５段

目、特別支援学級ティーチングスタッフ派遣事業です。４,２２９

万３千円でございます。この事業では、特別支援学級のうち、在籍

児童・生徒数の多い学級等がある学校に非常勤講師を２３名派遣い

たしました。次に、そのすぐ下の段の、教育アシスタント派遣事業、

４,６９６万４千円でございます。この事業では、下肢等に障がい

のある児童・生徒に対して学校生活の介助を行うため、３９名派遣

いたしました。その２段下、特別支援教育スクールサポート事業、

６,９６０万５千円でございます。この事業では、通常の学級に在

籍している発達障がい等のある児童・生徒に対して、支援を行うた

めに、スクールサポーターを５０名派遣をしたものであります。２

３ページをご覧ください。上から２段目、いじめ防止対策推進事業、

１５万８千円でございます。この事業では、教育委員会が附属機関

として設置しております、宮崎市いじめ防止対策委員会におきまし

て、重大事態が発生した際に、どのような対応が必要になるか等に

ついて具体的に協議を行いました。学校教育課の説明は以上でござ
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います。

荒武教育情報研修セ

ンター所長

２８ページをご覧ください。はじめに一番上の教職員研修運営事

業でございます。決算額は１３３万７千円でございます。教職員の

資質向上を図るため、５３講座の研修を実施しまして、延べ３，５

５８名が受講しました。また、教職員の指導力アップのため、研究

論文の募集を行い、優秀作品の表彰を行いました。続きまして、情

報教育推進事業でございます。決算額は４,９７７万４千円でござ

います。情報教育に関する研修を通して、教職員の情報教育に関す

る資質の向上を図りました。また、情報教育アドバイザーを各学校

に派遣し、児童生徒へのコンピューターを活用した学習の支援、教

職員への授業支援、ネットワーク環境の充実を図りました。続きま

して、小中学校コンピュータ推進事業でございます。決算額は２億

４,４１２万９千円でございます。小中学校パソコン室のパソコン

及び校務用パソコン総計５，６９１台のパソコンやネットワーク機

器のリース料などでございます。続きまして、下から２番目でござ

いますが、小学校外国語活動推進事業です。決算額は１,７３３万

３千円でございます。小学校へ２８名の外国人講師を派遣し、国際

理解教育の推進や、コミュニケーション能力のアップを図りまし

た。その下の、外国人講師（ＡＬＴ）招致事業でございます。決算

額は３,８２４万９千円でございます。中学校へ８名のＡＬＴを派

遣し、中学生の実践的コミュニケーション能力や、国際理解教育の

推進を図りました。説明は以上でございます。

染矢生涯学習課長 それでは、まず２９ページをお願いいたします。１段目の児童ク

ラブ運営事業の３億９,７１０万１千円と、その下２段目のきよた

け児童クラブ施設指定管理料の１,４９４万１千円でございます。

小学校の余裕教室等を利用した児童クラブ５０ヶ所及び、児童クラ

ブ専用施設１ヶ所を開設し、表の１番下の段に掲載しておりますよ

うに、延べ５７９，０２４人の利用がございました。次に、３段目

の児童クラブ施設整備事業１,３００万９千円でございます。表を

掲載しておりますが、昨年度は四つの学校で、余裕教室や少人数教

室を使用することにより、１６５人分の定員を増やしております。

次に、３１ページをお願いします。１段目の子ども会関係活動事業

４３３万９千円でございます。子どもを対象としたリーダー研修会

や育成者のための研修会を実施したほか、各地域の子ども会が行う

活動に対し、事業支援を行っております。次に２段目の放課後子ど

も教室推進事業の１,２４７万４千円でございます。放課後や週末

等に学校の施設や公民館を活用し、子ども達の活動拠点を設け、地

域社会の中での子どもたちの健全育成のための環境づくりを推進

しました。平成２６年度は２７教室、延べ５２，７８７人の参加が

ありました。次に３２ページです。一番下の欄、地域と学校の連携

による教育活動支援事業の１８５万４千円でございます。地域と学

校の連携体制を構築するための事業で、配置希望のあった六つの学

校に国庫補助を活用した学校支援コーディネーターを配置し、学習

支援、学校支援などを行いました。次に３４ページをお願いします。

公立公民館等管理運営費から、３５ページ下の（仮称）加納地区公

立公民館建設事業（清武）までは、公立公民館に関する事業でござ

います。はじめに３４ページの１段目の、公立公民館等管理運営費

１,０３７万７千円と、その下の公立公民館等施設整備改善事業の

５４４万７千円でございます。生涯学習課所管の中央公民館の管理
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運営や、全公立公民館の改修工事等を行っております。次に３５ペ

ージです。１段目の青島地域複合型防災施設整備事業（公民館分）、

１億２,２４９万７千円でございます。青島地域センター、青島保

育所、青島児童センター、青島公民館の４つの公共施設の再配置と、

災害発生時等の活動拠点を確保するため、複合型防災施設として整

備しております。生涯学習課所管分の決算額が１億２,２４９万７

千円でございますが、その内訳につきましては、施策の成果及び内

容の欄に記載しておりますが、平成２７年度の実施事業と、平成２

６年度からの繰越事業の合計額でございます。全体事業費としまし

ては、２億７,９４０万７,４４２円となります。所管及び予算が複

数課にまたがっておりますので、予算につきましては、施設面積に

応じた按分による額としております。次にその下の（仮称）加納地

区公立公民館建設事業、３億３,８２９万３千円でございます。こ

れは今年４月に開館した加納地区交流センターの建設事業費でご

ざいます。なお、公立公民館の管理運営につきましては、中央公民

館を除いて、今年度から地域コミュニティ課の所管となっておりま

す。次に３６ページから３７ページにかけては図書館や読書関係の

事業でございます。３７ページの１段目の、市立図書館業務ＮＰＯ

委託事業６,９５４万５千円でございますが、市立図書館につきま

しては、平成１６年度から施設管理を除く図書館業務をＮＰＯ法人

ＭＣＬボランティアに委託しております。続いて３７ページの一番

下の欄、市立図書館空調設備改修工事、３,８１４万５千円でござ

います。図書館開館から２０年を経過し、機器の老朽化及び機能の

低下による不安定な運転状況が続いていたため、空調設備の改修を

行ったものでございます。次に３８ページをお願いします。青少年

非行防止・育成事業、１,３５８万１千円、その下の青少年育成セ

ンター管理費、１４８万２千円でございます。青少年育成センター

の維持管理のほか、センターを拠点として、青少年の健全育成を図

るため、青少年指導委員の方々にご協力をいただきながら、街頭指

導活動、相談活動、啓発活動の充実を図っております。最後に３９

ページでございますが、宮崎科学技術館、大淀川学習館、きよたけ

児童文化センターの管理運営に関するものでございます。説明は以

上でございます。

横山保健給食課長 続きまして、保健給食課の主な事業についてご説明いたします。

４０ページをお開きください。まず一番上の学校保健安全事業、１

億３,０４２万６千円でございます。これは学校保健安全法に基づ

く児童生徒の健康診断や、関係団体と連携した各種大会を実施する

ための費用でございます。次に４段目、要保護・準要保護医療費助

成事業、７３０万６千円です。経済的理由で医療費を負担すること

が困難な家庭の児童生徒の保護者に対し、学校保健安全法の対象疾

病、これはむし歯、中耳炎などですが、これらに係る医療費の助成

を行いました。次に５段目、日本スポーツ振興センター災害救済給

付契約事業、３,０１６万２千円です。これは学校管理下での児童

生徒の怪我・病気・事故等にかかる医療費等について、災害救済給

付金による支払いを行ったものでございます。次のページをお開き

ください。学校フッ化物応用事業、３４６万５千円です。児童生徒

のむし歯予防を図るため、市立小中学校におけるフッ化物洗口を実

施し、実施校は平成２７年度末で７０校となっております。続きま

して、３段目、学校給食管理運営費の１億７,５８３万円です。こ
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れは各学校に設置しております単独調理場４５箇所、給食センター

と言っております共同調理場５箇所の管理運営費等を計上したも

のでございます。続きまして、学校給食センター管理運営費、２億

５,２５４万４千円です。これは給食の配送の委託、そして老朽化

した施設や設備の維持管理、修繕等を行ったものでございます。な

お、各センターの管理運営費についてはご覧のとおりでございま

す。次に、学校給食食材加工等業務委託の３億３,５０８万７千円

でございます。平成２７年度は小学校２校の民間委託を行い、それ

によりまして、平成２７年度末の民間委託の状況は、単独調理場は

小学校１９校、中学校１０校の合計２９校となり、共同調理場も１

箇所となっております。下から２段目、給食事務運営費補助事業の

３,４６１万円でございますが、これは保護者の負担軽減のため、

学校給食に要する費用の一部について補助を行ったものでござい

ます。そして４１ページ１番下です。食育推進事業の１６９万７千

円ですが、これは食育推進のための取組として、親子料理教室、学

校給食用廃油リサイクル交付金事業、そして食育実践事業の３つの

事業を実施したことによる経費でございます。続きまして４２ペー

ジをご覧ください。最後に単独調理場空調設備整備事業の２,８５

３万５千円です。これは、生目台東小学校、檍北小学校に空調設備

を設置し、調理員の労働環境の改善を図ったものでございます。保

健給食課の説明は以上でございます。

日高文化財課長 続きまして、文化財課の主なものについてご説明いたします。４

３ページをご覧ください。まず、文化財保護調査管理費、９８７万

８千円でございます。文化財審議会の開催のほか、指定文化財等の

適切な保護管理や活用を図るため、生目古墳群をはじめとする文化

財の維持管理を、地元保存会や民間業者等に委託しました。また指

定文化財の保護管理に努めている団体に対し、管理や修理保存に要

する経費について補助金を交付しました。次に３段目の生目古墳群

史跡公園整備事業、１,６０７万９千円でございます。生目古墳群

は、平成１０年度から国庫補助を活用して、史跡整備や整備に伴う

発掘調査を行っておりますが、昨年度は１号、２号墳の発掘調査を

行うとともに、３号墳の樹木伐採と、１６号墳周辺保存整備工事を

実施し、保存整備専門委員会を開催いたしました。次に４４ページ

をご覧ください。生目の杜遊古館管理運営事業、３,５６６万４千

円でございます。平成２７年度は入館者４８，５５１人、うち宿泊

者数３，７０６人で、古代食体験や古代の鏡を作るといったイベン

トを１２回実施するとともに、小中高校延べ４７校に施設を利用し

ていただきました。次に４５ページをご覧ください。歴史資料館指

定管理料、１億８６６万円でございます。公益財団法人宮崎文化振

興協会による歴史資料館３館の管理運営費でございます。昨年度の

利用者は３館合計で、１０７，６９１人となっており、各種企画展

や、歴史文化講座、文化探訪バスツアー等の事業を実施しておりま

す。次に４６ページをご覧ください。史跡・埋蔵文化財公開活用事

業、２０２万１千円でございます。史跡や埋蔵文化財を市民に公開

し活用してもらうため、生目の杜遊古館において、中学校区単位の

遺跡に関する企画展示や、史跡・埋蔵文化財を活用したイベントを

年７回実施するとともに、古墳時代をテーマとした講演会等の啓発

事業を実施しました。３段目の欄、国指定史跡である佐土原城跡、

４段目の本野原遺跡、次のページの１段目の穆佐城跡につきまして
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は、それぞれ計画に基づいて保存整備事業を進めております。次に、

同ページ３段目の生目古墳群ＤＥフェスタ２０１５の８１万２千

円でございます。国指定史跡、生目古墳群を市民に周知するため、

生目古墳群史跡公園にて生目古墳群ＤＥフェスタ２０１５を開催

いたしました。説明は以上でございます。

二見教育長 ただいま説明のありました、議案第３５号について、ご質問はご

ざいませんか。

松野代表教育委員 歳出の説明において不用額とありますけれども、実際は不用では

なくて、今後使うものだという説明でした。そうするとこの不用額

というのは、予算を組んでいたけれども使わなかったのか、必要な

かったものなのかということが分からない方がいらっしゃるかも

しれません。これを未執行額といった名称にすることはできないの

でしょうか。

小泉教育局長 不用額の考え方は、地方自治法に定められた決算方法の用語でご

ざいます。考え方としては執行残でございます。地方自治法には、

不用額という文言と、決算の様式も示されております。

松野代表教育委員 学校施設課の説明において特に出てきた言葉で、老朽化した校

舎、老朽化したプールなど、老朽化という言葉がたくさん出てきま

した。また、長寿命化という言葉も出てきました。長く使っている

ということがよく分かるわけですが。これは２日前くらいにテレビ

を見ていましたら、ある県で台風の時に壁の一部が落下している様

子が報道され、見た時にこれは危ないと思いました。もちろん大雨

でそういうことになったのでしょうが、学校においてはこのように

非常に綿密に校長先生方からの報告を受けられて対策を取られて

いるから、もちろんありがたいと思っているわけですけれども、や

はり人間のすることですから、目に見えない部分というのは当然出

てくるだろうと思います。この長寿命化に連動した老朽化という言

葉が、本当に防災教育で地震や津波については非常に意識が向けら

れている訳ですけれども、こういった校舎内での大きな問題という

のはいつ起こるかわからないということもありますので、引き続き

各課の皆様の英知を結集いただいて、よろしくお願いしたいと要望

します。

﨑田委員 とても小さいことですが、各課でこれだけの予算を真摯に執行し

ていただいて、本当にありがたいことだと思いました。１０ページ

で教育局長にご説明いただきました、歳入歳出決算の寄附金のとこ

ろですけれども、これは一般の寄附金と書いてあるんですが、一般

市民から教育委員会へ何か寄附がなされたと理解してよろしいで

しょうか。

小泉教育局長 そうです。

﨑田委員 今までもこういったことがあったのですか。

小泉教育局長 はい、ございました。

藤元委員 松野代表教育委員も言われましたが、スケジュールのような、２

年、５年先の設備更新の計画といいますか、改修計画といったもの

がある程度あるといいと思います。急に見せられてもなかなか難し

いと思います。こういう計画に基づいて、老朽化が進んでいるとこ

ろは順にやっておりますとか、そういう部分があった方が、我々と

しても理解できると思います。将来的にはまだまだたくさんあると

いう把握も出来ると思います。出来ましたら、そういうのも添えて

いただくと分かりやすいと思います。
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長崎学校施設課長 本市には小中学校が７３校ありますが、戦後に出来た学校から

順々に各年度の建設年月日は把握しております。建築基準法などで

も３年に１度は建物の点検をしております。それから建物だけでは

なくて、エレベーターや浄化槽など、建物の中には色々な設備もご

ざいます。そういう設備につきましても、法律に基づいて毎年点検

しておりますが、必ずしも建設年度の古い順番から修繕が必要とな

るとは限らない事情が実際にはございます。老朽化対策の計画自体

は持っておりまして、今説明させていただいた事業も、計画に基づ

いて実施はしていますが、なかなか計画どおりにいかないところも

出ております。例えば海の近くの小学校だと設備に錆が付着するな

どして、耐用年数が２０年あるとしていたものが１０年程度しかな

いといったことがございます。

二見教育長 全体像をまとめた計画がありましたね。国からも良い評価をいた

だいていたと思いますが。その計画には今のような考え方が定義さ

れているのですよね。

長崎学校施設課長 はい、そうです。先ほど申し上げました建設年度の順番に、ある

程度点検の結果を盛り込みながら、スケジュールを考えております

が、それでもなかなかそのとおりにいかないことがございます。３

年後整備するつもりであったところより、７年先に考えていたとこ

ろの方が３年後に整備が必要になったといったこともございます

ので。そのスケジュールどおりにはなかなか進まないという事情が

実際はございます。ある程度の計画的なことはお話をしながら考え

ていけたらと思っております。

藤元委員 ３年に１回の特殊建築物の報告義務がありますが、それが基本的

にはチェックになると思います。一級建築士等が入ってチェックし

てリストを作成すると思います。そのチェックリストの中で、例え

ば２０年後に対応が必要なものもあれば３０年後に対応が必要な

ものもありますが、中には３０年後に必要だと考えていたものの方

が、海水が多く含まれているといったことや、地盤沈下していると

いった理由から早急に対応が必要となるものもあると思います。３

年に１回点検されていると思いますが、機械設備に関しては毎年点

検するから、急に修繕が必要なものもあると思います。３年に１回

の点検時にある程度予測したものがあると、翌年の予算にも反映さ

れるのではないかと思いますので、全体の構図が分かるものがある

といいと思いました。将来的にはどうなるのかと、目安も付けやす

いのではないかと思います。

長崎学校施設課長 その点につきましては、また考えさせていただきます。

畠山委員 児童クラブについて質問させていただきたいのですが、利用者が

非常に多くなっていまして、その利用負担金という部分がありま

す。この負担金については、利用者がお支払いになっていらっしゃ

るものだと思いますが、各クラブの負担金は全部同じなのでしょう

か。それとも施設によって違うものなのでしょうか。

染矢生涯学習課長 通常時は月曜から土曜日まで、毎月利用されますと、月額３，０

００円ということになっております。一律でございます。土曜日だ

け、長期休暇だけという利用の仕方もありますが、それぞれに条例

に定めた金額で、負担金をいただいております。

畠山委員 夏休みに、食事がついている児童クラブもあると聞いたのです

が、そういうこともあるのでしょうか。

染矢生涯学習課長 基本的には食事はありません。それは父母の会の方でおやつを用
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意したり、夏休みはどうしてもお弁当持参ということで、衛生的な

面もありますので、昼間冷蔵庫に入れております。食事については

基本的には本人が用意するということになっております。

畠山委員 指定管理業者がそれぞれ運営されているわけですけれども、大体

同じような内容で、児童クラブの運営がなされているということで

すか。

染矢生涯学習課長 児童クラブは、今５１ヶ所という話をさせていただきましたけれ

ども、指定管理をしているところは１ヶ所でございます。あとは委

託という形で、ＮＰＯ法人や社会福祉法人、あるいは保育所にお願

いしています。運営の仕方については一律同じということで、もち

ろん利用時間も定めていますし、他にそこの方がいいとか、こっち

の方がいいとか分け隔てなく一律に運営を行っております。

二見教育長 学校施設課長、１９ページの一番下にトイレ改修事業（Ｈ２７国

補正）で決算額が０円とありますが、この説明をしていただけます

か。

長崎学校施設課長 こちらについては、国が経済対策として編成した補正予算に基づ

く事業が繰越となったことによるものでございます。

二見教育長 分かりました。

松野代表教育委員 ある小学校に学校支援訪問で伺った時に、うちの学校は特別支援

学級が増えたこともあって、普通学級を今まで家庭科室だったとこ

ろに移しているということを聞きました。そうなった時に座る椅子

はあるけれども、足が入らない。子どもたちが机の下に足を入れる

ことが出来ないので、書くときにも前かがみになって書かかざるを

得ない。そういった場合にどういった要望を出せば叶えられるのだ

ろうかという話を聞きました。そういった場合の手続きとして、学

校から、出来れば家庭科教室だったので、机を入れて欲しいという

要望が仮に上がった場合に、具体的にどのような対応が考えられる

のでしょうか。もしよろしければお聞きかせください。はっきりし

た答えがまだないという場合は結構です。そういう声を１件聞きま

したので。

小泉教育局長 人数の増加等により、特別な目的で使っている教室を普通学級と

して使う場合は、次の年度以降の人数の動向を予測する必要もある

ため、まずは学校施設課の職員に学校に出向いてもらいます。その

段階で、学校としては次の年度以降のことをどう考えていらっしゃ

るかをお聞きし、了解を得たうえで、家庭科室なり、あるいは少人

数教室なりを代わりに使っているという現状がございます。途中で

変更が必要な場合には、学校内で校長先生による配置の変更という

ことになります。後で補正予算関係の議案でもご説明しますが、大

塚小学校のように焼失して使えなくなったときに、別のところに移

すというようなことと似たような考え方で整理しています。後は、

新しく教室を整備するために国庫補助金が確保できるかどうかと

いうことも考えながら、校舎の施設配置に関して考えていきたいと

思います。

二見教育長 松野代表教育委員が話をお聞きになった小学校はどちらですか。

松野代表教育委員 七野小学校です。

二見教育長 家庭科室の固定した丈夫な机を使っているということですか。

松野代表教育委員 はい、それを使って授業をするとおっしゃってました。

松竹学校教育課長 七野小学校は特認校ですので、特別支援の子どもが予想以上に増

えまして、特別支援の教室が狭くなりました。校長先生がこちらに
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おっしゃったのは１１月頃で次年度直前の時期でした。学校施設課

と現場を見に行き校長先生に学校側のご意向を聞きながら、前回も

藤元委員からお尋ねがあったんですが、結局、理科室を特別支援の

教室にすることとしました。ですから、家庭科室を理科の授業で使

うということになりました。そのために、理科の授業で足が中まで

入りきらないというような児童の声が上がってきているものと思

われます。これは学校の要望を受けての変則的な対応でございまし

た。家庭科はどうするかと言いますと、近くにある公民館の調理室

を使えばなんとかなるということでした。とにかく特別支援の学級

のスペースを確保して欲しいということで、それに対応いたしまし

た。学校施設課も、理科室を特別支援教室としてよろしいですかと

何度も確認したうえで、そのようにさせていただきました。

松野代表教育委員 よく分かりました。

二見教育長 ほかに質問がないようでしたら、議案第３５号 「平成２７年度

一般会計歳入歳出決算の原案について」、ご承認いただけますでし

ょうか。

委員 異議なし。

二見教育長 ご承認ありがとうございます。

次に、議案第３６号 「平成２８年度一般会計補正予算案の原案

について」、事務局から説明をお願いします。

小泉教育局長 それでは、今年度の一般会計の９月補正予算案について、４９ペ

ージをご覧ください。今回の補正は教育委員会全体で４件ありまし

て、総額が１億３４０万円、内容は大塚小学校の火災被害復旧に伴

う事業３件と、高岡の浦之名小学校の北側の隣接地のがけ崩れ対策

事業１件でございます。３件については８５款の諸収入、４,６６

５万３千円を計上しておりまして、内訳は、大塚小の火災被害復旧

事業、それと児童クラブも燃えましたので、児童クラブ火災被害復

旧事業、これに伴います全国市有物件共済金ということでございま

す。それから、歳入の９０款市債、これで災害復旧３,４２０万円

を計上いたしまして、大塚小学校の火災被害復旧と教育関連施設の

災害復旧事業、この２件に充当いたします。下の方が歳出でござい

ますけれども、２０款の民生費の部分が１７０万円で、これが支出

になりますが、児童クラブを改修する事業、それから５５款の教育

費は、大塚小学校の教室の備品等災害復旧事業として２,２００万

円、また、５,１００万円で建物を改修するものでございます。一

番下の６０款、災害復旧費は２,８７０万円、これが先ほどお話し

た、浦之名小のがけ崩れ対策です。各課からもう少し詳しく説明を

していただきます。

時任企画総務課長 それでは５０ページ下の方の歳出の欄をご覧いただきたいと思

います。企画総務課で予算要求しておりますが、５５款教育費、１

５項小学校費、１０目学校管理費が２,２００万円でございます。

大塚小学校教室備品等火災被害復旧事業ということで要求してお

ります。こちらは先ほど教育局長からも説明いただきましたとお

り、火災が発生しましたので、全焼した４年３組で使用していた１

階の普通教室と、隣の教室、図書室等で被害、状況が酷かったとい

うことで、それに伴って焼失した備品等を補充するものでございま

す。具体的には、児童が使用する机、椅子、それからテレビ、ＤＶ

Ｄプレーヤー、教育教材等の購入を予定しております。なお、この

要求額２,２００万円のうち、約２千万円が図書にかかる経費とし
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て予算計上しております。この図書につきましては焼失は免れたも

のの、すすが付着しておりまして、ダイオキシンによる人体への影

響が心配されるということで、現在、株式会社静還検査センターに

毒性調査を依頼したところでございます。結果が出るまでに時間が

かかるということで、予算の要求の段階では全てすすがついており

ダイオキシンの影響があるとみなして全て廃棄という前提で予算

計上しております。実際に、この予算につきましては、図書の購入

費と、実際すすがついてダイオキシンが付着しているということで

あれば、廃棄を専門の業者に依頼しなければならないため、その委

託分を含めた予算計上となっております。しかし、昨日、この毒性

調査の結果が出まして、人体に与える影響は極めて低いという報告

がなされております。そのことを踏まえまして、現在学校側とも、

実際ダイオキシンは付着していないけれども、すすをどのような形

で拭き取って使用するのか、どの程度廃棄すべきなのか、現在調整

中でございます。従いまして、今回の補正予算は２,２００万円と

して要求しております。企画総務課の説明は以上でございます。

長崎学校施設課長 企画総務課の続きになります。５５款教育費、１５項小学校費、

２０目学校建設費、５,１００万円でございます。こちらは全体の

建設費でございます。財源といたしましては、市債が５５０万円、

全国市有物件共済金が４,５５０万円となっております。事業の内

容としましては、被災した大塚小学校西校舎の１階普通教室及び、

隣の児童クラブ、少人数教室の本復旧工事でございます。内訳とし

ましては、建具工事、シャッター工事、構造補強、間仕切り壁、天

井・壁等の内装工事、それから南側にございました鉄骨造の渡り廊

下及び電気給排水設備などの本復旧工事の一式でございます。なお

構造調査及び、本復旧工事の実施設計業務委託、これまでの応急安

全的な措置、一部内部撤去につきましては早急な復旧を図るため

に、既存の小学校施設整備事業の予算を活用して、先行して実施し

ているところでございます。次に、６０款災害復旧費、２０項その

他災害復旧費、１０目教育施設災害復旧費の２,８７０万円でござ

います。財源といたしましては、金額の全てが市債となっておりま

す。事業の内容といたしましては、６月２１日の梅雨前線による大

雨の影響により、浦之名小学校敷地北側に隣接する山林において発

生したがけ崩れに係る復旧及び二次災害の発生や被害の拡大を防

ぐための工事を実施いたします。工事の内訳としましては、吹付枠

工、それから植生基盤吹付工、その他の急傾斜地崩壊対策工事一式

となります。なお、大塚小学校の火災復旧事業と同様に、応急処置

として、現在の法面の養生、土の除去、それから土嚢の設置、業務

委託、設計及び測量、地質調査等につきましては、小学校施設整備

事業の予算を活用して、先行して実施をしているところでございま

す。学校施設課は説明は以上です。

染矢生涯学習課長 同じく歳出の一番上、２０款民生費、１５項児童福祉費、１０目

児童福祉総務費、これにつきましては説明がありましたとおり、大

塚小学校の児童クラブ火災被害復旧事業費ということでございま

す。４年３組の隣にあります少人数教室を昨年度整備いたしまし

て、今年度から第２児童クラブとして利用していた教室でございま

す。５月の教育委員会で被害の概要は説明したところでございます

が、全焼した４年３組の教室では、火災の高熱、そして煙による影

響で、エアコンの室内機、照明器具、扇風機などの器具が溶け落ち
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ました。それと併せて児童クラブで使用しておりましたシューズボ

ックス、座卓、可動式畳なども使用できなくなったことから、今回

その復旧のために予算をお願いすることになりました。補正予算に

つきましては１７０万円でございますが、内容は工事請負費、備品、

消耗品等でございます。また大塚小学校には運動場に近い場所にプ

レハブの児童クラブ施設がありますが、その場所に最も近い管理棟

北側校舎の１階にあります生活科室を、被災した児童クラブの代替

として使用することとし、５月２３日から業務を開始しておりま

す。説明は以上でございます。

二見教育長 ただいま説明のありました、議案第３６号について、ご質問はご

ざいませんか。

委員 なし。

二見教育長 議案第３６号 「平成２８年度一般会計補正予算案の原案につい

て」、ご承認いただけますでしょうか。

委員 異議なし。

二見教育長 ご承認ありがとうございます。

次に、議案第３７号 「宮崎市教育委員会公印規則の一部改正に

ついて」、事務局から説明をお願いします。

時任企画総務課長 それでは、議案第３７号 「宮崎市教育委員会公印規則の一部改

正について」であります。今回文化財課が生目の杜遊古館に、企画

総務課が清武総合支所に移転しましたことから、文化財課が取り扱

う公文書に教育長印、または教育委員会印を使用するにあたって、

企画総務課において使用する現在の状況では、文化財課の業務に多

大な時間を要するということから、文化財課において専用印を作成

するものでございます。５４ページをご覧ください。一番右下の４

番でございますが、この印を新たに専用印の雛形として加えるもの

でございます。教育委員会印につきましては、既に専用印の規定が

ございますので、今回の改正には出てきておりません。５６ページ

の新旧対照表をご覧ください。表の左側が改正後、右側が現行とな

っております。改正後の上から３段目、宮崎市教育委員会印のとこ

ろに文化財課を加え、同じく上から６段目、宮崎市教育委員会教育

長印のところにも文化財課を加えるものでございます。説明は以上

でございます。

二見教育長 ただいまの説明に対して、ご質問はございませんか。

二見教育長 質問がないようですので、議案第３７号 「宮崎市教育委員会公

印規則の一部改正について」、ご承認いただけますでしょうか。

委員 異議なし。

二見教育長 ご承認ありがとうございます。

次に、議案第３８号 「宮崎市教育委員会の教育に関する事務の

管理及び執行の状況の点検及び評価等について」、事務局から説明

をお願いします。

時任企画総務課長 議案第３８号 宮崎市教育委員会の教育に関する事務の管理及

び執行の状況の点検及び評価等について説明いたします。これは地

方教育行政の組織及び運営に関する法律第２６条第１項の規定に

基づくものでございます。それでは議案第３８号の別紙をご覧いた

だきたいと思います。８月１日教育委員会室におきまして、公立大

学法人宮崎公立大学の野﨑准教授、宮崎市ＰＴＡ協議会尾崎副会長

にご出席いただき、教育委員会点検・評価会議を開催し、報告書案

につきましてご審議いただいたところでございます。その会議の中
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で教育委員の皆様及び学識経験者の方々から多くのご指摘やご意

見をいただきましたので、そのことを十分踏まえて内容の整理を行

いまして、最終報告書案としてお配りしているところでございま

す。内容につきましてご説明いたしますと、平成２７年度の教育に

関する点検・評価につきましては、三つの観点がございます。一つ

目として、教育委員会の活動に関すること、二つ目として、教育委

員会が管理執行する事務に関すること、三つ目として、教育委員会

が管理・実行を教育長に委任する事務等に関することについて、点

検及び評価を行ったものでございます。一つ目として、教育委員会

の活動に関することにつきましては、報告書の２ページから４ペー

ジでございます。二つ目の教育委員会が管理執行する事務に関する

ことにつきましては、報告書の５ページから８ページでございま

す。三つ目の教育委員会が管理・実行を教育長に委任する事務等に

関することにつきましては、９ページから６３ページまでとなって

おります。そして６４ページに、教育委員会の総合評価を記載して

おります。教育委員会としましては、三つの観点より適切に事務が

執行できていると裏付けているところでございます。６５ページか

ら６６ページには委員の方々からいただきましたご意見等を記載

しております。最後に今後の対応としてまとめさせていただいてお

りますが、この点検・評価が事業の成果の報告だけに終わることな

く、各事業の改善点や課題についても目を向けることが出来るよう

に、ＰＤＣＡサイクルを意識した点検・評価の内容となるよう、次

年度に向けて研究・検討してまいりたいと思います。なお、本日こ

の報告書案につきましてご承認をいただけましたら、市議会に提出

するとともに、ホームページで報告書を公開し、市民への公表を行

うものでございます。説明は以上でございます。

二見教育長 教育委員の皆様には一緒に会議に出席いただいておりますので、

特段質問があればお願いします。

二見教育長 質問がないようですので、議案第３８号 「宮崎市教育委員会の

教育に関する事務の管理及び執行の状況の点検及び評価等につい

て」、ご承認いただけますでしょうか。

委員 異議なし。

二見教育長 ご承認ありがとうございます。

以上で、議案は承認されました。次に、報告でございます。まず、

報告第１９号「宮崎市行政改革推進本部会議の報告について」、事

務局から説明をお願いします。

時任企画総務課長 ６３ページをお開きください。８月９日（火）に宮崎市行政改革

推進本部会議が行われ、教育長、局長の代理として私が出席してま

いりました。資料に記載してありますとおり、第７次宮崎市行財政

改革大綱の取組実績についての報告でございましたが、具体的には

第四次宮崎市総合計画の重点目標の１つである効率的で信頼され

る行政経営の個別目標に沿って設定しました、１ 効率的で信頼さ

れる行政運営の確立、２ 健全財政の確立、３ 市民の視点に立っ

た行政サービスの確立の基本的な視点から、８４項目の改善改革に

取り組み、平成２５年度から平成２７年度までの３年間の結果につ

きまして、人事課の行政改革推進室から報告がございました。６４

ページの表にございますように、３年間で５０億５,０２３万円以

上の節減効果があったということでございます。教育委員会関係で

は、５８ページのとおり、学校配置事務職員のほか、学校給食調理
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業務委託等で、３年間で節減効果額を得ております。説明は以上で

す。

二見教育長 お聞きのとおりでございます。

次に、報告第２０号「第４回宮崎市地方創生推進本部会議及び第

４回宮崎市総合計画策定会議の報告について」、事務局から説明を

お願いします。

時任企画総務課長 それでは、７７ページをご覧ください。第４回宮崎市地方創生推

進本部会議並びに第４回宮崎市総合計画策定会議が８月９日（火）

に開催されました。まず、企画政策課から宮崎市地方創生総合戦略

の重点目標及びＫＰＩにつきまして、８月１日に開催されました、

宮崎広域連携推進協議会における評価・検証等についての説明があ

りました。次のページ資料１がその時の質疑応答の要旨をまとめた

ものでございます。ご覧いただきたいと思います。それから次に、

同日開催されました、宮崎市総合計画審議会の審議内容について説

明がありました。次のページ資料２からがその時の質疑応答の要旨

をまとめたものでございます。そして８２ページからが教育委員会

分の第四次宮崎市総合計画の政策評価シートでございます。次に市

民意識調査についての説明がございました。８５ページ、資料３を

ご覧いただきたいと思います。第五次宮崎市総合計画の策定にあた

りまして、必要となる市民意識調査項目について、昨年度と比較し

て、合理化を図り、網掛けの部分を削除をしているということでご

ざいます。それから資料４でございますが、市民意識調査項目につ

いて、宮崎市地方創生総合戦略の重点項目の体系に合わせて整理し

たものということでございます。それから資料５につきましては、

実際に送付する調査票の案になるということで、現在関係各課に内

容の最終確認をお願いしており、今月末までには無作為に抽出いた

しました、１８歳以上の３千名に送付したいということでございま

した。説明は以上でございます。

二見教育長 ただいまの説明に対し、ご質問はございませんか。

二見教育長 ないようでしたら、続いて、報告第２１号に入る前に、会議の同

席者につきまして、事務局から提案及びその説明がありますので、

お願いします。

時任企画総務課長 報告第２１号の審議に入ります前に、この案件にかかります関係

者の出席等についてご審議をお願いするものでございます。教育委

員会会議規則に基づいて会議運営を行っておりますが、委員会での

出席職員につきましては、会議規則第１２条に規定がございます

が、その他関係職員につきましては規定がございません。報告第２

１号公益財団法人宮崎文化振興協会の経営状況の報告につきまし

ては、生涯学習課長から説明させていただきますが、質疑に対する

説明等の補助者としまして、会議規則第１６条に基づき、当該業務

を担当しております公益財団法人宮崎文化振興協会職員の出席等

をお願いするものでございます。なお、会議規則第１６条は、この

規則に定めるもののほか、委員会の会議について必要な事項は、教

育長が会議に諮って定めると規定しております。

二見教育長 ただいま説明のありました提案について、いかがでしょうか。

委員 異議なし。

二見教育長 同席者の了承が得られましたので、宮崎文化振興協会の上口さん

にお入りいただいてください。
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それでは、報告第２１号「公益財団法人宮崎文化振興協会の経営

状況について」、事務局から説明をお願いします。

染矢生涯学習課長 報告の９７ページでございます。報告第２１号「公益財団法人宮

崎文化振興協会の経営状況」について、報告させていただきます。

次の９８ページに関連法令を記載しておりますが、地方自治法施行

令第１５２条第１項第２号にありますように、普通地方公共団体の

出資率が５０パーセント以上の法人である公益財団法人宮崎文化

振興協会は、地方自治法第２４３条の３第２項により、毎年度経営

状況を説明する資料を作成し、議会に提出しなければならないとさ

れております。生涯学習課が所管しております公益財団法人宮崎文

化振興協会から、経営状況を説明する資料が提出されておりますの

でご報告申し上げます。お手元の平成２７年度公益財団法人宮崎文

化振興協会の事業報告書及び決算書について説明いたします。まず

３７ページをお開きいただきたいと思います。各施設の入館者数の

推移でございます。１行目に説明を記載しております。宮崎文化振

興協会は記載のとおり、宮崎科学技術館から一番右の宮崎市民プラ

ザまで、６館の指定管理者として運営を行っております。はじめに

科学技術館でございますが、平成２７年度の入館者数が１５万８,

９５０人であり、前年度に比べて５，３２９人増加しております。

次の宮崎歴史文化館が６０，６４１人、佐土原歴史資料館が２５，

２２９人、天ヶ城歴史民俗資料館が２１，８２１人、この三館の歴

史資料館合計で、平成２６年度より１３，３１０人増えております。

また大淀川学習館におきましては、１８４，７２８人、前年度比で

１，０７５人の増加となっております。最後の宮崎市民プラザが２

４９，９１３人、前年度より８，９５１人増加ということで、全て

の施設で増加をしております。特に大淀川学習館、市民プラザにつ

きましては、開館以来の最多入館者数となっております。次に各施

設の事業実績について説明いたします。１ページをご覧ください。

事務局経営戦略課でございます。１ 複数館を利用した公益目的事

業の推進として（１）学習目的での施設利用の推進でございますが、

平成２６年度にガイドポスターを作成しております。それは宮崎市

の教務主任会で配付するとともに、大淀川流域の市町立の小中学校

に、それぞれの教育委員会を通して配付しております。また、１市

２町の小中学校のうち、協会が管理しておりますこの六施設の利用

が少ない学校を対象にバスを手配し、利用の推進を図っておりま

す。それと、（２）子どものための音楽会を開催したほか、２ 地域

活性化への取り組みの欄にありますが、（１）回想法による福祉連

携推進事業の実施でございます。認知症予防等に効果があるとされ

る回想法について地域の方々から寄贈を受けた昔の生活用品を活

用して回想法貸出セットを作り、「博福連携」に取り組んでおりま

す。３ページをお願いします。宮崎科学技術館でございます。実績

につきましては３ページから１１ページまで掲載しております。４

ページをお開きください。４ページから５ページに掲載しておりま

す、３ 教室事業として、化学実験・工作教室、パソコン講座のほ

か、次の５ページから６ページに掲載の、プラネタリウムを活用し

た１０の事業や、７ページから１０ページに掲載の１７のイベント

事業を実施しております。そのうち７ページをご覧ください。下の

方に掲載しております６ イベント事業のうち新規事業として、

「恐竜ロボットファクトリー」の企画展を実施しております。恐竜
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ロボットをテーマにロボットの製作工程を体験的な展示物で学ぶ

企画展と、合わせてアンモナイトの消しゴム作りや、キーホルダー

作りなど、工作教室も実施しており、１４日間で９，０７５人もの

多くの方に来場していただいております。次に宮崎歴史資料館三館

の事業でございます。１２ページから２５ページにかけて掲載して

おりますが、毎年多くの事業に取り組んでおります。代表的なもの

のみ紹介いたします。はじめにみやざき歴史文化館ですが、１３ペ

ージをお開きください。中段の３ 企画展示事業の（２）「昭和っ

てどんな時代？」という夏の企画展を開催し、昭和時代にまつわる

鳥瞰図や絵画類のほか、家電などの展示、そして（３）「モノの見

方展」という秋の企画展を開催し、宮崎市内から発掘された出土品

など、宮崎市内ゆかりの「モノ」のみどころや見方を紹介いたしま

した。次に佐土原歴史資料館でございます。１６ページから２１ペ

ージまで掲載しておりますが、１８ページをお開きください。３

企画展示事業（３）「佐土原島津家の書画～お殿様が遺した筆のあ

と～」でございます。これは佐土原島津家の歴代当主直筆の書画や

和歌等の資料展示を行い、佐土原島津家の歴史文化に触れました。

次に宮崎市天ケ城歴史民俗資料館です。２１ページから２５ページ

にかけて掲載しておりますが、２３ページをご覧ください。（４）

企画展「高岡の絵描きさん展」を開催いたしました。高岡町に縁の

ある画家４名の絵画と高岡町の風景等を描いたスケッチの展示等

を実施しております。次に大淀川学習館です。２６ページから３２

ページにかけて掲載しておりますが、２７ページをご覧ください。

２ 展示事業、（３）企画展示のうち、例年人気の高い①特別企画

展「水の生き物と仲良くなろう！ザリガニ展」。そして２８ページ、

②「森の生き物と仲良くなろう！カブトムシ・クワガタムシ展」。

非常に毎年人気のある催物となっております。そしてこれに加えま

して、③「ちょっぴり怖い生き物展」、ヘビやゴキブリなど日頃あ

まり観察する機会の少ない生き物について理解を深めるために生

体を展示しております。最後に市民プラザでございます。３３ペー

ジから３５ページにかけて掲載しておりますが、３４ページをお願

いします。（２）自主事業実績を掲載しております。昨年度は開館

１５周年を迎えたことから、記念コンサートを実施したほか、コド

モチャレンジスクールとして、落語、ダンス、演劇のスクールを開

校し、受講者による発表会を実施しております。続きまして、決算

について説明をします。３９ページから４５ページまでが決算の関

係の資料になりますが、４０ページ、４１ページの正味財産増減計

算書の説明をいたします。正味財産増減計算書は、民間企業の損益

計算書にあたるものでございます。まず４０ページの上の段、一般

正味財産、経常増減の部、（１）経常収益ですが、①から⑤まで収

益を計算しておりますが、その中で１番多いのが③事業収益でござ

いまして、本市からの協会への指定管理料、そして自主事業収益で

ございます。経常収益計（Ａ）が、５億７,６３４万２,３８５円と

なりました。次に（２）経常費用でございます。①事業費は所管施

設において事業を実施するために要する経費、②管理費は各施設の

事業を管理するため毎年度、経常的に要する費用でございまして、

経常費用計（Ｂ）が５億６,５８０万７,２６０円となりました。経

常収益計（Ａ）から経常費用計（Ｂ）を差し引いたものが当期経常

増減額でございますが、平成２７年度は１,０５３万５,１２５円の
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黒字となっております。続きまして、平成２８年度の事業計画及び

予算についてご説明します。１ページをご覧ください。１ 協会基

本方針でございます。協会においては昨年同様、公益目的事業の更

なる推進、地域活性化への貢献、協会経営の自主性・自立性の確保

という三つの方針に基づき、六館の指定管理者として、引き続き適

正な管理運営を行うことにしております。各館の事業計画につきま

しては、宮崎科学技術館から宮崎市民プラザまで六館それぞれの計

画が掲載されております。各館の特色ある新規事業についてご説明

します。１０ページをお開きください。まず宮崎科学技術館ですが、

イベント事業として１６番、企画展「（仮）光のイリュージョン展」

を開催します。プロジェクションマッピングやホログラムによる光

と映像による企画展でございます。平成２８年度は全国で宮崎科学

技術館だけの開催となります。次に１３ページをお願いします。み

やざき歴史文化館の展示事業、（２）企画展示の「今昔白黒写真帖」

は、昔の宮崎の風景を写した写真の展示でございまして、「宮崎の

神社散歩」は、地域の由来や日向神話のエピソードを紹介する企画

展でございます。１６ページをお願いします。宮崎市佐土原歴史資

料館の（２）企画展示の「佐土原人形展」は、佐土原人形や他の地

域の土人形を展示し、佐土原人形の伝統工芸品としての意識を高め

るものでございます。次に１８ページをお願いします。宮崎市天ケ

城歴史民俗資料館、（２）企画展示の４番目でございます。「なつか

しのお菓子展」です。家庭で作れる懐かしいお菓子作りや郷土の偉

人高木兼寛を顕彰する一環として海軍カレーの調理、試食会を実施

します。次に２９ページをお願いします。大淀川学習館のイベント

事業として「水辺の楽校紙飛行機大会」、家族で作った紙飛行機を

水辺の楽校で飛ばして楽しむイベントです。次に３２ページをお願

いします。市民プラザの自主事業でございます。４番のリサイタル

は平成２５年度に終了した、宮崎ザハール・ブロン音楽祭の後継事

業として、ザハール・ブロンの愛弟子であるバイオリニスト神尾真

由子さんを招聘する鑑賞事業でございます。その他の事業につきま

しては後ほどご覧いただきたいと思います。最後に予算についてご

説明いたします。３４ページをお願いいたします。収支予算書でご

ざいます。まず、一般正味財産増減の部、経常増減の部（１）経常

収益でございますが、経常収益計が５億７,５１８万２千円、前年

度に比べて２１０万１千円の減額となっております。次に（２）経

常費用でございますが、先ほど説明いたしましたとおり、各施設で

運営に必要な事業費及び管理費でございます。経常費用計が５億

８,６００万２千円となっております。前年度に比べて、８０６万

４千円の減額となっております。説明は以上でございます。

二見教育長 ただいまの説明について、ご質問、お気付きになられた点はござ

いますでしょうか。

松野代表教育委員 感想です。毎年いろんなアイデアを出されながら集客率を上げて

いらっしゃると思います。その努力の様子がよく伝わってきます。

ご苦労様です。以上です。

二見教育長 他にございませんでしょうか。よろしいでしょうか。あのスタッ

フ数でよくされているという印象をいつも持たせていただいてい

ますけれども、松野代表教育委員がおっしゃったように、入館者数

がひとつの目安になる世界ですので、ご尽力いただいていると思い

ます。ご苦労様です。
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二見教育長 ないようでしたら、次に、報告第２２号「その他の事件の報告に

ついて」及び報告第２３号「臨時代理の報告について」でございま

す。これにつきましては、地方教育行政の組織及び運営に関する法

律第１４条第１項第７号により、非公開といたしたいと思います

が、いかがでしょうか。

委員 はい。

二見教育長 それでは、ただいまより、非公開といたします。

二見教育長 それでは、ここで非公開を解除いたします。

次に、「５ その他」に移らせていただきます。

委員の皆さまから、情報提供等がありましたら、お願いいたしま

す。

委員 なし。

二見教育長 ないようでしたら、「６ 次回委員会の決定」について、事務局

から説明をお願いします。

時任企画総務課長 次回定例会は、平成２８年９月２８日（水）午後１時４０分から、

教育委員会室で開催することをご提案いたします。

二見教育長 提案のありました日時で、次回定例会を開催してよろしいでしょ

うか。

委員 はい。

二見教育長 ありがとうございます。

続きまして、「７ 行事予定」について、事務局から説明をお願

いします。

時任企画総務課長 （説明）

二見教育長 以上をもちまして、平成２８年第１１回定例会を終了させていた

だきます。


